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茨
城
大
学
の
活
動
報
告

ア
ジ
ア
諸
国
の
若
手
研
究
者

量
子
線
科
学
に
関
す

る
共
同
研
究

量
子
線
（
中
性
子
線
、
Ｘ
線
、
ミ
ュ
ー
オ
ン
な

ど
）
を
利
用
し
た
国
内
で
唯
一
の
教
育
・
研
究
を
行

っ
て
い
る
茨
城
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
量
子
線

科
学
専
攻
で
は
、
２
０
２
３
年
10
月
９
日
か
ら
28
日

ま
で
、
タ
イ
・
マ
ヒ
ド
ン
大
学
か
ら
、
大
学
院
生
２

名
、
教
員
１
名
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学

ハ
ノ
イ
校
科
学
大
学
か
ら
大
学
院
生
１
名
、
大
学
生

１
名
、
教
員
１
名
、
台
湾
・
国
立
台
湾
師
範
大
学
か

ら
大
学
院
生
１
名
を
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
援
助

で
招
へ
い
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
「
量

子
線
分
子
科
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
共
同
研
究
」
で
、
茨
城
大
学
に
お
い
て
、

量
子
線
を
利
用
し
た
最
先
端
の
理
論
計
算
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究
を
行
っ
た
。

来
日
前
の
同
年
10
月
５
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
顔
合
わ
せ
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
茨
城
大
学
の

紹
介
と
招
へ
い
者
の
自
己
紹
介
、
来
日
後
の
日
程
の

説
明
な
ど
を
行
っ
た
。
10
月
９
日
午
前
中
に
招
へ
い

者
を
成
田
国
際

空
港
で
出
迎
え

た
後
、
水
戸
市

に
移
動
し
た
。

10
月
10
日
午
前

中
に
、
茨
城
大

学
理
学
部
（
水

戸
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
全
体
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
行

っ
た
後
、
研
究

倫
理
の
簡
単
な

説
明
や
西
川

浩
之
・
大
学
院

理
工
学
研
究
科

教
授
に
よ
る
安

全
講
習
を
実
施

し
、
そ
の
後
各
研
究
グ
ル
ー
プ
で
、
量
子
化
学
計
算

に
よ
る
触
媒
反
応
機
構
の
解
明
や
分
子
動
力
学
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
ド
ッ
キ
ン
グ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
発
光
性
高
分
子
の
光
物
性
と

そ
の
評
価
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
量
子
線
で
の
解

析
さ
れ
た
構
造
や
中
間
体
な
ど
の
実
験
情
報
が
必
須

の
も
の
で
あ
っ
た
。

来
日
し
た
大
学
院
生
や
大
学
生
は
い
ず
れ
も
優
秀

で
努
力
家
で
あ
り
、
茨
城
大
学
滞
在
中
は
、
研
究
に

精
力
を
注
い
で
い
た
。
ま
た
、
茨
城
大
学
の
学
内
の

学
部
生
や
大
学
院
生
と
も
交
流
を
し
た
。
来
日
中
数

回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
内
で
の
研
究
進
捗
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
実
施
。
台
湾
師
範
大
学
大
学
院
生
に
よ
る
、

森
研
究
室
内
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
台
湾
師
範
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
も
繋
げ
た
。

一
方
、
森
研
究
室
の
学
生
は
、
研
究
進
捗
内
容
を
英

語
で
発
表
し
た
。

10
月
20
日
に
は
第
５
回
「
量
子
線
分
子
科
学
の
実

験
と
理
論
に
関
す
る
ア
ジ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
、

茨
城
大
学
理
学
部
で
実
施
し
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交

流
実
績
が
豊
富
な
徳
島
大
学
の
小
笠
原
正
道
教
授

（
有
機
金
属
化
学
）
の
講
演
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
招
へ
い
者
の
研
究
内
容
の
講
演
の
ほ
か
、

台
湾
・
国
立
台
湾
師
範
大
学
の
招
へ
い
大
学
院
生
の

指
導
教
員
で
あ
る
ミ
ン
・
カ
ン
・
ツ
ァ
イ
教
授
、
お

よ
び
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
大
学
の
マ
ー
・
リ
オ

ス
・
グ
テ
ィ
レ
ズ
助
教
授
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

が
あ
り
、
国
内
外
の
研
究
者
お
よ
び
茨
城
大
学
の
教

員
と
の
学
術
交
流
を
深
め
た
。

茨
城
大
学
の
近
隣
に
あ
る
、
日
本
が
世
界
に
対
し

て
誇
る
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

（
茨
城
県
東
海
村
）
で
の
施
設
見
学
を
、
10
月
26
日

午
前
中
に
実
施
し
た
後
、
午
後
に
は
研
究
活
動
報
告

会
を
行
い
、
無
事
に
修
了
証
を
渡
し
た
。

10
月
27
日
に
は
、
東
京
・
台
場
に
あ
る
日
本
科
学

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
387
回

＝
特
別
連
載
＝

森	聖治
（茨城大学
大学院理工学研究科
量子線科学専攻長）

招へい大学院生（台湾）が共同研究の進捗状況を報告
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未
来
館
を
見
学
し
、
日
本
の
最
先
端
の
科
学
技
術
展

示
を
楽
し
ん
だ
。
翌
10
月
28
日
に
、
全
員
無
事
に
帰

国
し
た
。
帰
国
後
も
、
共
同
研
究
を
含
む
交
流
を
続

け
て
い
る
。
今
後
も
、
当
専
攻
で
は
、
学
術
的
国
際

交
流
に
力
を
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

◎
今
後
の
展
望

今
年
度
、
招
へ
い
者
７
名
か
ら
の
修
了
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
全
員
が
体
験
し
て
よ
か
っ
た
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
た
。
招
へ
い
者
と
受
け
入
れ
研
究
室
の
教

員
、
研
究
者
お
よ
び
大
学
院
生
と
の
交
流
は
も
ち
ろ

ん
、
茨
城
大
学
国
際
交
流
会
館
に
滞
在
し
た
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
の
招
へ
い
者
の
何
人
か
は
、
国
際
交
流
会
館

に
滞
在
し
て
い
る
茨
城
大
学
の
留
学
生
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
休
日
に
は
、
希
望
者
に

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
見
学
な
ど
も
実
施
し
、
茨

城
県
の
良
さ
を
満
喫
し
た
。
我
々
教
職
員
、
学
生
と

と
も
に
多
文
化
理
解
が
進
ん
だ
。

本
専
攻
で
は
、
２
０
１
８
、
19
、
23
年
度
に
さ
く

ら
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
招
へ
い
し
た
。
特
に
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
で
、
タ
イ
と
台
湾
と
の

共
同
研
究
は
、
学
術
誌
論
文
二
報
と
し
て
報
告
す
る

こ
と
が
で
き
た
（
２
０
２
０
年
、A

dvanced	
Synthesis	&

	Catalysis

誌
に
出
版
し
た
一
報
は
、

３
６
２
巻
21
号
の
表
紙
採
用
）
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
方
々
と
共
同
研
究
を

進
め
、
学
術
誌
論
文
の
掲
載
を
目
指
す
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
招
へ
い
機
関
と
の
学
術
交
流
を
深
化
さ
せ

る
。
さ
ら
に
、
受
け
入
れ
研
究
室
の
教
員
の
研
究
分

野
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
学

術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
。
量
子
線
科
学
に
関

す
る
国
際
共
同
研
究
が
進
む
と
と
も
に
、
相
手
側
に

と
っ
て
は
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
通
じ
た
日
本
の

学
術
文
化
の
理
解
、
我
々
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
し

た
学
術
文
化
の
理
解
が
進
む
だ
ろ
う
。

J-PARC（大強度陽子加速器施設）見学

日本科学未来館見学前の集合写真

第５回量子線分子科学の実験と理論に関するアジアワークショップ




